合同2019-2-02(3)

2019年度第1回国際／業界横断EDIタスクフォース分科会 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2019年10月8日（火）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階　6-68会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
　特別会員　　　兼子　邦彦　　　SCCCリアルタイム経営推進協議会
  特別会員　　　藤野　裕司　　　EDIエバンジェリスト
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 

　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
幹事会員　　　香坂　真人　　　株式会社JSOL

　　　幹事会員　　  梶原　俊博      日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　  井坂　弘介      日本情報通信株式会社

　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　内村　洋平　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　正会員　　　　惣代　和明　　　NECソリューションイノベータ株式会社

　　　正会員　　　　森　　安代　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

　　　賛助会員　　　野田　和巳　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

　　　
事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

出席者14名
４．議事概要　
2019年度第1回国際/業界横断EDIタスクフォース分科会は、以下の審議を実施した。
（資料：業界横断2019-分科会(1)-01第1回国際/業界横断EDIタスクフォース分科会議事次第）
４－１．最近の注目するプロジェクト 
　兼子委員長より、データ流通に関わる最近の注目すべきプロジェクトにつき紹介が行われた。
（1） スマート物流
· SIP（（戦略的イノベーション創造プログラム）の一つ「スマート物流」の公募が始まった。
· 公募要領にQRコードによる決済情報連携についての項目があり、SCCCでも、偽造防止QRコードも含めた適格請求書への応用を提案するともりである。
· B2B用QRコードの利用については、JBMS（一般社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会）より標準化提案が出ており、中小企業共通EDIとの連携につき話し合いが行われる。
（2） 経団連サプライチェーン委員会
· 経団連にてEDIも対象と考えられるサプライチェーン委員会（委員116名）が発足した。
· 兼子委員長はSCCCの立場で企画部会に招聘されている。

（3） 医療トレーサビリティ
· 医療系の情報連携は、JD-NETおよび@MD-NETを通じてEDIが行われている。更に、データ流通のためのプラットフォーム構築プロジェクトが提案されている。
（4） 海事IOS-OC

· シップデータセンター（ShipDC）が中心となり、船舶IoTプラットフォーム（IOS-OP）構想が検討され、コンソーシアムが結成された。
４－２．大手業界標準EDIとの連携方策
　事務局の業界標準EDIとの連携方策（資料：業界横断2019-分科会(1)-02）の提案に基づき審議が行われ、次の方策につき合意した。
（1） 業界標準EDI団体への提案資料は次の3種類とする。
プロジェクトテーマ説明
プロジェクトテーマ参考資料
業界標準EDI団体へのお願い書簡

（2） プロジェクトテーマ説明
· プロジェクトテーマ名称は「SIPS国際／業界横断タスクフォース活動：データ連携のためのEDIデータ分析」
· 背景：
· 複数の業界標準EDIへ単一のインタフェースで対応したい。
· 共通のパッケージソフトやサービスを業界標準EDIと連携したい。
· 目的：
· 業界標準EDIのデータ項目を国連CEFACT共通辞書の情報項目で表現する。
· 方法：
· 業界標準EDIデータ項目と国連CEFACT共通辞書に定義された情報項目の意味情報との対応関係を明らかにする。
· 業界標準EDIメッセージのデータ項目を国連CEFACT共通辞書を使用した構造化情報項目にマッピング（対応表）する。
· 進め方：
· 業界標準EDIのデータ分析に必要な業界標準EDIのデータ仕様を参照する。
· SIPSは、業界団体の協力（意味情報に関わる助言等）のもとに、国連CEFACT共通辞書に定義された情報項目と業界標準EDIデータ項目の意味情報との対応関係を分析する。
· SIPSは、業界標準EDIで必要なデータ項目で、国連CEFACT共通辞書に不足するものにつき、国連CEFACTに提案する。

（3） プロジェクトテーマ参考資料
本資料は、対象業界団体の反応に応じて使用するか否かを考慮する。
· 業界標準EDIメッセージを国連CEFACT共通辞書を使用したメッセージに変換するゲートウェイ機能の開発を推進する。
· EDIベンダー（SIPS会員等）は分析に基づき、変換ゲートウェイ機能を開発する。
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（4） 業界標準EDI団体へのお願い書簡
次の事項を含むお願い書簡を準備する。
· 業界標準EDIのデータ仕様を参照させてほしい。
· 標準仕様の意味情報に関わる助言等、協力してほしい。
· 業界標準EDIデータ仕様をComputer readableな形でいただきたい。
４－３．業界標準EDI連携先について
　審議の結果、まずは次の2団体に依頼する。
· JEITA/ECセンターのECALGA標準。

· DSRIの流通BMS

４－４．次回について
（１）合同タスクフォース（国際／業界横断EDI&金流商流情報連携）
日時 ：2019年11月12日（火）14時―17時

場所 ：機械振興会館　B3階1会議室
＝＞マッピング作業の進め方について審議する。
以 上
　
配布資料：
業界横断2019-分科会(1)-01　第1回国際／業界横断EDIタスクフォース分科会議事次第
業界横断2019-分科会(1)-02  背景および業界団体説明資料
業界横断2019-分科会(1)-03  国連CEFACT共通辞書データ相互連携作業
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